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■当社の概要■（平成１９年１月３１日現在）

社名 株式会社イチヤ（ICHIYA CO.,LTD. ）

創業 １９４７年（昭和22年）３月

設立 １９５２年（昭和27年）６月24日

本店 高知県高知市帯屋町一丁目10番18号

代表者 代表取締役社長 山本真嗣

資本金 9,223百万円

発行済株式の総数 1,149,760,884株

事業年度 毎年８月１日から翌年７月３１日まで

店舗 ９店舗（直営）

従業員 21名（パートタイマー除く）



■グループ会社■ （平成１９年１月３１日現在）

１２月ロシア連邦サハ共和国における金の採掘事業－50（株）サハゾロト

３月不動産業－34（株）アール・ティー・シーマネージメント

[持分法適用関連会社]

７月有価証券等の投資運用投資事業100（株）葵投資パートナーズ匿名組合

（オウガーリソーシス（株））
６月オーストラリアにおける鉱物踏査その他事業80

Ａｕｇｕｒ Resources Limited

７月レストランウェディングの企画・運営ブライダル事業50（株）セレスト

６月美容サロンの経営その他事業50（株）VOUS

７月インターネットショッピングモールの運営（準備中）その他事業100（株）インターネットスーパー

７月ペット霊園の経営その他事業100（有）カーサ

[連結子会社]

決算期事業の内容事業別
出資比率

（％）
会社名

＊Champion Resources Limited は、平成18年８月に Augur Resources Limited に社名変更しました。



■平成平成11９年１月期連結決算の概要９年１月期連結決算の概要■
衣料事業は、観測市場最高の暖冬となった影響により防寒衣料を中心に売上げ
が低迷し厳しい状況で推移いたしました。また、既存店舗をリニューアルし、ブラ
イダル＆フォーマル専門店「シェ アヴニール」をオープンし、業界独特の慣例の
なかで、差別化を図り、集客に努めましたが、認知度不足により若干苦戦してお
ります。
飲食事業は、季節メニューの開発や肉類のロス管理を行い集客向上ならびに粗
利益の改善に努めた結果、ほぼ計画通り推移いたしました。また、隣地駐車場の
有効利用と集客力アップによる相乗効果を期待して、コンビニエンスストアを１店
舗開店しております。なお上期において、業績改善の見通しの立たない１店舗を
閉店いたしました。
不動産事業は、上期より本格的に土地の分譲販売を開始いたしましたが、販売
が当初予定より遅延しており下期以降の収益貢献になります。
投資事業は、前期は好調な結果を残すことができましたが、上期においては、有
価証券評価額の下落を受け、苦戦を強いられております。
ブライダル事業は、都内レストランウェディングのトレンドが落ち込み、また、ホテ
ル系の競合他社が大掛かりな改装工事及び営業力の強化を図っており、厳しい
状況で推移いたしました。
これらの結果、当中間連結会計期間の業績につきましては、売上高545百万円
（前期比56.0％減）、経常損失546百万円（前年同期経常利益203百万円）となり
ました。また、特別損失として、貸倒引当金繰入額577百万円、関係会社の収益
悪化に伴い減損損失124百万円及び持分法による投資損失166百万円、その他
投資有価証券評価損243百万円等を計上することから、中間純損失は1,670百万
円（前年同期中間純損失533百万円）となりました。



■平成19年1月期 中間連結貸借対照表■

8,715,389－－負債・純資産合計

8,462,691－－純資産合計

－－－少数株主持分

332－－評価・換算差額等

8,462,359－－株主資本

純資産の部

－9,725,9602,930,250
負債、少数株主持分
及び資本合計

－9,537,8081,550,948資本合計

資本の部

－13,594－少数株主持分

144.8%252,697174,5581,379,302負債の合計

長期借入金の増加293.3%98,08833,440307,244固定負債

109.6%154,609141,1181,072,058流動負債

負債の部

89.6%8,715,3899,725,9602,930,250資産合計

－－353478繰延資産

投資有価証券の減少87.1%1,929,3192,215,1642,506,472固定資産

現預金の減少90.4%6,786,0697,510,442423,299流動資産

資産の部

平成19年1月期平成18年1月期平成17年1月期
備考前年同期比

第57期第56期第55期
科目

（単位：千円）



■平成平成1919年年11月期月期 中間中間連結連結損益計算書損益計算書■

特別損失の発生による影響大－△ 1,670,698△ 533,485△ 655,503中間純利益

－3,049△ 7,272－少数株主損失

111.2%4,3323,8942,443法人税等

－△ 1,669,425△ 536,864△ 653,060税金等調整前中間純利益

貸倒引当金繰入額、投資有価証
券評価損増加等

148.9%1,135,544762,603376,844特別損失

54.7%12,31322,500－特別利益

投資事業収益減少による影響大－△ 546,195203,238△ 276,215経常利益

持分法による投資損失増加125.7%22,30817,74716,981営業外費用

貸付利息収入の増加251.0%21,1138,4137,854営業外収益

－△ 545,000212,572△ 267,088営業利益

株式事務手数料の減少97.1%678,360698,352418,570販売費一般管理費

投資事業の収益貢献減少14.6%133,360910,924151,482売上総利益

投資事業の収入減少44.0%545,3721,239,686340,940売上

平成19年1月期平成18年1月期平成17年1月期
備考前年同期比

第57期第56期第55期

科目

（単位：千円）



■平成平成1919年年11月期月期 中間中間連結連結株主資本等変動計算書株主資本等変動計算書■

8,462,691－332332－8,462,359△ 550△ 1,513,914753,7769,223,047
平成19年１月31日
残高

△ 1,610,703△ 3,04963,0441,97861,066△ 1,670,698－1,665,524△ 3,336,223－
中間連結会計期間
中の変動額合計

59,995△ 3,04963,0441,97861,066

株主資本以外
の項目の中間
連結会計期間
中の変動額
（純額）

△ 1,670,698△ 1,670,698△ 1,670,698中間純利益

－－3,336,223△ 3,336,223
資本準備金取
崩額

中間連結会計期間
中の変動額

10,073,3953,049△ 62,712△ 1,646△ 61,06610,133,058△ 550△ 3,179,4384,090,0009,223,047
平成18年７月31日
残高

評価・換算
差額等合計

為替換算
調整勘定

その他有
価証券評
価差額金

株主資本
合計

自己
株式

利益剰余金資本剰余金資本金
純資産合計

少数株主
持分

評価・換算差額等株主資本

（単位：千円）



■平成19年1月期中間連結キャッシュ・フローの状況■

＜主な増減要因＞

営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動の結果使用した資金は764百万円（前年同期484百万円の使用）となりました。これは主に税金等
調整前中間純損失の発生1,669百万円によるものであります。

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果使用した資金は1,495百万円（前年同期478百万円の使用）となりました。これは主に定期
預金の預入による支出1,000百万円、預け金による支出500百万円によるもの によるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果使用した資金は1百万円（前年同期5,857百万円の獲得）となりました。これは主に長期借
入による収入10百万円、株式の発行による支出10百万円によるものであります。

△ 3,082,90949.9%3,065,7076,148,616232,718
現金及び現金同等物

の期末残高

△ 5,858,613－△ 1,0205,857,593269,281
財務活動による

キャッシュ・フロー

△ 1,016,701－△ 1,495,170△ 478,469△ 119,147
投資活動による

キャッシュ・フロー

△ 280,573－△ 764,681△ 484,108△ 267,254
営業活動による

キャッシュ・フロー

平成19年1月期平成18年1月期平成17年1月期
増減額

前年同期
比

第57期第56期第55期

（単位：千円）



■平成19年1月期 個別中間貸借対照表■

－8,718,007－－負債・純資産合計

－8,615,042－－純資産合計

－－－－評価・換算差額等

－8,615,042－－株主資本

純資産の部

－－9,684,0512,954,138負債・資本合計

－－9,566,8261,549,507資本合計

資本の部

87.8%102,964117,2251,404,631負債の合計

100.0%32,17032,170307,244固定負債

83.2%70,79485,0551,097,387流動負債

負債の部

90.0%8,718,0079,684,0512,954,138資産合計

関係会社有価証券の増加他155.4%3,196,0262,057,2582,536,818固定資産

現預金の減少72.4%5,521,9807,626,793417,320流動資産

資産の部

平成19年1月期平成18年1月期平成17年1月期
備考

前年同期
比

第57期第56期第55期
科目

（単位：千円）



■平成平成1919年年11月期月期 個別中間損益計算書個別中間損益計算書■

特別損失の発生による影響大－△ 1,361,231△ 504,896△ 656,673中間純利益

105.0%3,9403,7512,300法人税等

－△ 1,357,291△ 501,145△ 654,373税引前中間純利益

貸倒引当金繰入額発生、投資有
価証券評価損増加等

132.3%1,008,562762,486376,844特別損失

54.7%12,31322,500－特別利益

投資事業収入減少による影響大－△ 361,042238,840△ 277,529経常利益

匿名組合契約分配損失の発生1351.1%105,2117,78717,158営業外費用

118.1%12,56610,6434,574営業外収益

－△ 268,397235,984△ 264,945営業利益

株式事務手数料の減少73.2%437,341597,205416,427販売費及び一般管理費

〃20.3%168,943833,189151,482売上総利益

投資事業の収入減少34.8%359,1301,031,901340,940売上高

平成19年1月期平成18年1月期平成17年1月期
備考

前年
同期比

第57期第56期第55期
科目

（単位：千円）



■平成平成1919年年11月期月期 個別中間株主資本等変動計算書個別中間株主資本等変動計算書■

8,615,042－8,615,042△ 550△ 1,361,231753,7769,223,047平成19年１月31日残高

△ 1,300,16561,066△ 1,361,231－1,974,992△ 3,336,223－中間会計期間中の変動額合計

61,06661,066
株主資本以外の項目の
中間会計期間中の変動
額（純額）

△ 1,361,231△ 1,361,231△ 1,361,231中間純利益

－－3,336,223△ 3,336,223資本準備金取崩額

中間会計期間中の変動額

9,915,207△ 61,0669,976,273△ 550△ 3,336,2234,090,0009,223,047平成18年７月31日残高

繰越利益剰余金

その他利益剰余金
資本準備金

その他有価
証券評価差

額金
株主資本合計自己株式

利益剰余金資本剰余金

資本金

純資産合計

評価・換算
差額等

株主資本

（単位：千円）



■１株当たり中間純損失額■
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■　業績の推移　■

売上高 経常損益 中間純損益

■中間連結財務情報Ⅰ■

■１株当たり中間純損失金額■■ 業 績 の 推 移 ■

（百万円）

（円）



■　純　資　産　額　■
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■　総　資　産　額　■
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■中間連結財務情報Ⅱ■

■ 総 資 産 額 ■ ■純 資 産 額 ■（百万円） （百万円）



■　自 己 資 本 比 率　■
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■１株当たり純資産額■
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■中間連結財務情報Ⅲ■

■1株当たり純資産額■ ■自 己 資 本 比 率■
（％）（円）
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衣料 飲食 不動産 投資 ブライダル その他

セグメント

第56期中

第57期中

■事業別セグメント売上高前年対比■

■衣料事業・・・・・紳士服等の衣料品の販売

■飲食事業・・・・・焼肉店及びコンビニエンストア経営

■不動産事業・・・不動産の販売及び賃貸

■投資事業・・・・・・・有価証券の投資及び運用

■ブライダル事業・・ウェディングの企画運営

■その他事業・・・・・ペット霊園の経営・美容院の経営

及び金の採掘事業

※セグメント内の内部売上高は控除しております。



■その他上半期のトピックス■

H18. 8  子会社のChampion Resources Limited 

がAugur Resources Lmitedに社名変更。

H18. 9  ブライダル＆ファーマル専門店

「シェ アヴニール」オープン。

H18.12  代表取締役社長に山本真嗣が就任。

H19. 1  ・牛藩帯屋町店閉店

・焼肉店隣地駐車場の有効利用として、

ファミリーマート北本町4丁目店開店。



■平成19年７月期 連結業績予想■

＜予想ポイント＞

既存事業（衣料・飲食事業）は、業態変更等積極的な販売促
進とロス管理により収益確保を図る。

不動産事業の宅地分譲販売を強化し早期完売を目指す。

投資事業は下期も慎重姿勢、当期の収益貢献は厳しい。

その他事業の美容サロン及びペット霊園事業とも知名度向上
による集客力アップを目指す。

△ 1,111,773－△ 2,200,000△ 1,088,227当期純利益

△ 798,587－△ 950,000△ 151,413経常利益

△ 802,064－△ 960,000△ 157,936営業利益

△ 676,44664.0%1,200,0001,876,446売 上 高

増減額前年比H19/7期予想H18/7期実績科 目

（単位：千円）



■今後の展望■

事業持株会社として業容を拡大し、安定的な収益を確保で
きる経営体制の構築。

既存事業（衣料・飲食）は、新たな業態開発を進める。

不動産事業は、販売している分譲土地の早期完売を目指
す。

投資事業については、投資効率を考え、慎重な投資決定を
行っていく。

その他事業として、金の踏査活動を行っているオウガーリ
ソース社は、会社分割により、新たにアークマインズ社を設
立し、オーストラリア証券取引所への株式上場を計画中。

第５回新株予約権を発行し新たな資金を調達することで、
投資事業の拡大を目指し今後の収益確保の土台作りを図
る。



〒780-0841 高知県高知市帯屋町１－１０－１８
株式会社 イチヤ
管理部 ＩＲ担当

ＴＥＬ（０８８）８２３－２６３８
ＦＡＸ（０８８）８２３－３２６５

E-mail ir-info@ichiya-group.co.jp

■この資料に関する問い合わせ■

（注）この資料は、平成19年1月31日現在のデータに基づいて作成されております。また本資料に記載している
歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは資料作成時点の当社の判断に基
づいており、経営環境の変化等の事由により、予告なしに変更される場合があります。また、業績等の見
通しは様々な要素により実際の業績と大きく異なることがありますので、これら業績見通しのみに全面的
に依拠することは控えられますようお願いいたします。

Copyright (C) 2007 ICHIYA CO.,LTD. All Rights Reserved.


